




図 横柵に横架したレール用パイプ3

これにより高設栽培ベンチの間は一般作業者の作

業通路としてそのまま利用でき，同時に移動作業イ

スのレールシステムが稼働できるものとした．

図 に高設栽培装置間に設置された移動作業シス4
テムを，図 に移動作業システムを上面より見たと5
ころを示す．

図 高設ベンチ間に設置された移動作業システム4

図 上面から見た移動作業システムの概要5

（２）移動イス用パイプレール対応車輪システム

図 にパイプレール用車輪を具えた移動椅子の全6
． ，体を示す 移動イスのシャーシに取り付ける車輪は

前節に示したレール上を走行するために 型溝をU
備えた車輪に路面自由走行時に接地するタイヤを合

体させた構造とした．

レールから離脱時の一般路面の走行を考えて，自

在車輪と固定車輪の併用を検討したが本試作におい

ては前後とも自在車輪のみで構成した．

図 移動イスと自在車輪システム6

図 にレール端末の構造を示す．レールからの7
離脱は高設栽培ベッド両端部のレールの高さを下げ

て，土中に埋設することにより，自然と土面にタイ

ヤが達するようにした．レール上への移動も同じよ

うに軽い力でレール用車輪をレールに乗り上げるこ

とができるようにした．

図 レール端末の構造7

（３）移動イス

前項の車輪システム構造を基礎にその上に作業イ

． ，スを設置した イスは作業姿勢を維持するとともに

， ，栽培ベンチからの身体の距離 床からの座面の高さ

通路方向に対する座面前辺角度の変更と固定などの

調節機構を備えた構造とした．

（４）収穫物，資材搬送用取り付け式台車

図 に移動椅子に取り付けた搬送用台車を示す．8
収穫物，資材搬送用台車は移動イスが脱着可能な

構造とした．移動イスと同じレールシステム上を移

動し，路面走行も自由に行うことができる．台車の



機能条件を以下のように定めた．

図 運搬台車を取り付けた様子8

①収穫容器（発泡スチロール製魚トロ箱を転用した

ケース × × ）を 箱まで320mm 480mm 90mm 10
運搬できることとし，レール長手方向に対して直交

して 列， 段の積載ができること．2 5
②作業車の移動操作に追随的に移動できることを基

本とするため軽い牽引力で移動できること．

③牽引ヒッチ（移動イスと台車を繋ぎ牽引する竿構

造）等が走行・収穫作業に支障を来さないこと．

④作業台車での使用時以外は，歩行用の運搬台車と

して使用できること．

３． 結果と考察
9 5.4m図 に移動作業車での作業状態を示す 間口．

のビニールハウスに立位作業用の慣行高設栽培シス

テムと同数の ベンチを設置することができ，専用4
.移動イスは の通路で問題なく使用できた1m

図 移動作業車が高設栽培ベンチ間で稼働して9
いる様子

簡易レールシステムはビニールハウス構築資材を

転用したもので曲げ強度を始め，長期の湿潤な路面

への設置のための防錆の上でも十分なものではな

い．しかし，ハウスそのものの耐用年数とほぼ同等

の使用期間の範囲においては特に問題なく使用でき

ると考えられる．今後，本格的な使用テストの繰り

返しを経てレールの設置と固定の方法などをさらに

検討する必要があると考えられる．

３．１ ベンチ高さの検討
移動作業に適した栽培ベンチ高さは，農業研究部

が行った実験において が適していることがわ90cm

． ．かった 以下に農業研究部による実験結果を示す１）

作業のしやすさ（指数）

；非常に楽である ；とても楽である5 4
；楽である（普通） ；あまり楽ではない3 2
；全く楽ではない1

図 ベンチ高さが作業のしやすさに及ぼす影10
響評価の結果

農作業用移動椅子をレールにより軌道を規制する

方法で用いて，イチゴの収穫作業と葉かき作業にわ

けて各種のベンチ高さによる作業を行い， 段階の5
160cm官能評価で回答を得ている．被験者は身長

以下， ～ ， 以上の各群に分けて161 170cm 171cm
２）行っている．図 に結果を示す．10

移動作業時に適したベンチの高さについて，収穫

作業を行った作業者の身長に関わらず 「ベンチ高，

さ で作業が楽である」との回答が であ90cm 92%
った．ベンチ高さ では，長く伸びた果梗の果80cm
実を収穫するのに体を曲げなければならず，果実が



収穫しにくいと感じる人が多かった 株元作業時(葉．

かき等)では，ベンチの高さの違いによる作業のし

やすさの差異は小さく 「ベンチの高さに応じてイ，

スの高さを調節すれば問題ない」との回答が多かっ

． ，た 移動作業に適したベンチ高さを身長別にみると

収穫については， 以上の人が全員ベンチ高171cm
さ が「良い」と回答し， 以下の人で90cm 160cm
はベンチ高さ で ，ベンチ高さ で90cm 80% 80cm

「 」 ． ， ，20%で 良い との回答だった 作業時間は 収穫

葉かき共にベンチ高さ において短くなった．90cm
以上のことから，バリアフリーイチゴ高設栽培での

ベンチの高さについては， が適していると考90cm
．えられる

３．２ イスの構造
図 に試作した移動イス構造の外観を示す．移11

動作業イスの構造は座位モデル における座面角度２）

が 度に近い「作業用イス」を基本に設計した．移0
動作業椅子の重量は であり，搬送用付属台13.8kg
車は である.6.4kg

図 移動作業イスの構造11

移動台車に据えられたイスには基本的に 自由度4
を与えた．自由度の機構は次の 点である．4
（１）床からの高さ

床からの高さと同時に栽培ベンチの作業点に対す

る作業者の相対高さを調整できる機能

（２）ベンチからの距離，

栽培ベンチから身体までの距離を調整する．特に

両手のリーチ（到達距離）により決まる範囲の調整

を行う機能

（３）ベンチに対する前辺の水平相対角度

座面前辺のベンチに対する相対角度は自由に回

転，固定することができる．

移動のときは固定した座面を腰部などで推進する

ことで，移動椅子システム全体が動く．また座面を

回転させてベンチに対する作業姿勢を決定する．

（４）座面の傾斜角度

作業姿勢を保持するために座面シートの前後の傾

斜角度は水平面に対して 度とした．0
農業研究部における実験及び伊賀市の農業法人

「花みどりの里」におけるイチゴハウス栽培圃場で

の使用実験においても座面角度 度のものに同様の0
回転とその固定の機能を付与して実用に供した．し

かし作業姿勢の多くが立位から座位までの中間姿勢

をとることが多く観察され，座面角度は通常より特

殊な前傾角度設定を検討する必要があると考えられ

． ，る 今回の実験の範囲ではテストを行っていないが

座面角度をマイナス 度とし骨盤の前ずれを防ぐベ3
ルトをイスに固定して下腹部及び腸骨近辺を通るベ

ルトでとめるなどの工夫が必要と考えられる．

前傾座面角度による作業椅子の完成は,立位作業

者，座位作業者も両方の作業を支援する意味で，イ

チゴハウス栽培のユニバーサルデザイン化をさらに

促進すると考えられる．この研究では，移動作業椅

子に合わせてベッドの設置高さを に下げて最90cm
適な作業性を得たが，立位の作業者の作業をさらに

効率化できる補助椅子として中腰姿勢用椅子が完成

すれば，ユニバーサルデザイン作業椅子として，農

作業の負荷の軽減に資するものとすることができと

考えられる．

４． まとめ
,今回構築したバリアフリー高設栽培システムは

農業研究部における実験的使用の他，三重県伊賀市

の農業法人「花みどりの里」において障害者も含む

高齢作業者による本格的なハウス栽培を経営的に実

施している場で試されている．まだ１年の作業プロ

セスを経てはいないが，苗の株分けから植え付け，

初期の収穫まで，移動作業イスのシステムは問題な

く稼動することがわかった．システム全般に渡り，

繰り返しの使用や経時変化などの影響，特に取り付

け型搬送台車の構造や機能については，今後，使用

現場における課題により改良していく必要がある．

また市場への普及を前提にした製品化までの開発研

究を続ける必要があると考えられる．



今後の展開として，移動式作業イスはさらに複数

のハウス間や作業拠点をつなぐものとして，各種の

電動駆動力の導入を検討しておく必要があると考え

られる．そのことにより，高齢者や障害者の就農を

より容易にでき，さらに誰もが協働できるユニバー

サルな環境作りを可能にするまでに機能を高めるこ

とができると考えられる．
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